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したものであり，学校における運動会を取り上げたものではない．
第３節　研究の枠組み
学校とスポーツの相互依存性の研究方法としては，構築主義に基づく社会史的アプローチと
相互依存関係を問うシステムアプローチが有効であり，マックス・ウェーバーの「選択的整合
性」とニコラス・ルーマンの「オートポイエシス」４）を分析の枠組みとした．初期の成立期に
おいて学校とスポーツの間には選択的整合性が働いた．学校もスポーツもともに近代の装置で
あり，両者の間に「親和性」があったためである．この選択的整合性によって，今日ある学校
とスポーツの共生関係が創りあげられた．「オートポエシス的システムとは，自分自身を産み
出し，自己を保存するシステムである」．京都帝国大学の創設は新たな学校として「オートポ
イエシス的社会システム」を創りだすことであった．学校創生とは社会システムからすれば，
order の構築であり，選択的な教育営為＝教育戦略である．「運動会」はそのための「立ち上が
り戦略」であった．
第２章　京都帝国大学の立ち上がり戦略としての「運動会」の創始
第１節　初代総長木下広次
木下広次は京都帝国大学の初代総長としてその創設に携わった．木下広次は明治期の学校創
設の中心的担い手であった．木下広次の略歴が示すように，木下広次は維新政府からの庇護を
受けながら，文部行政をエリートとして歩んできた．京都帝国大学は明治30年に創設された
が，木下広次はその２年前の明治28年に「新大学創設委員会」の専門学務局長に任じられ，京
都帝国大学の初代総長として予定された．
木下広次の略歴５）
　熊本藩　　儒学者の次男として生まれる．
　明治３年　熊本藩貢進生として大学南校に入学
　明治８年　政府奨学生としてフランスのパリ大学入学
　明治15年	 	帰国．文部省御用掛，東京大学（東京帝国大学の呼称は京都に帝国大学が創設
されて後）法学部講師
　明治16年　法学部教授
　明治22年　第一高等中学の教頭に就任，後に校長　37歳
　明治22年　第一高等中学の神田から本郷への移転．「籠城主義」を唱える．
　明治28年　「新大学創設委員会」の専門学務局長
　明治30年　京都帝国大学初代総長に就任
　明治40年　京都帝国大学総長　退任
木下広次の「運動」教育思想を形成したのは，以下の二点である．
（1）初代文部大臣森有礼の「身体教育」
木下広次が森有礼の強い影響下にあり，森有礼の学校教育の構想の具現者であったことは経
歴から明らかであろう．森有礼は「身体の西洋化」を図る教育方法として「体育」を奨励した．
それはことばで言って聞かせる知育ではなく，身体を通して教育する「責め道具」であった．
森有礼は明治12年の「教育論」において次のように「身体教育」を規定した．
「ひとり身体の健康上のみにあらず，勇気も亦之に加はされば完全なるを得ず，」「余の所見
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によれば，強迫体操を兵式に取り，廣くこれを行うを最良とす」
「もっと重要なことは，団体連動であります．整列し，同じ時刻に，一斉に同じ動きをする
これが団体連動であります．今次，兵式体操を取り入れたのはこの集団行動を訓育するための
「責め道具」としてであります．「責め道具」とは身体を通して強制するものであり，「脳髄に
感得せしめる」教育方法であります．兵式体操によって得られるものは「従順」「友情」「威儀」
であります」６）
これらは，京都帝国大学の「運動会」の発足において，木下広次がおこなった「陸上競技運
動会執行に関する本旨および方針に付木下総長の演説」の主旨は，森有礼の「体育」と相同で
ある．
「教育的競技会は一学校の正当なる行動と認められるべきものにしてその目的は①士気の振
作，②体育の奨励の二者にほかならざるべし．娯楽を目的を得べき為の設備は無用に属す．」
「競技会において，士気を振作する所以は，男子人後に落つべからずとの意気を養わしむるに
いたり．体育を奨励する所以は吾人あに学びてたらざることなからんやとの決意を為さしむに
在り．人後に落つべからずとの意気強く，刻苦忍耐練習を積むこと久しきものにして，始めて
勝ちを制すること得べき」７）
（2）第一高等学校における籠城主義
木下広次は森有礼初代文部大臣に求められ，帝国大学法科大学教授と兼任で，第一高等学校
教頭となった．この教頭職には教学の実権が付随されており，実質上の学校経営の担い手で
あった．このときも法科大学教授との兼任であった．
木下広次が直面したのが，校舎の移転問題であった．神田から本郷への移転が喫緊の課題で
あった．街中の神田から本郷への移転に学生たちは不満であった．さらに，明治19年には帝
国大学の学生と同予科の学生が卒業式をボイコットして学内で政治運動をおこない，学校側が
ロックアウトして，学生を締め出すという騒擾も起こっていた．政府の「集会条例」に反対し
て，学生たちが上野で反対集会を開くなどの民権運動への傾斜も見られた．これらの政治運動
への傾斜は，「国家須要の人材育成」機関としての帝国大学に望ましいことではなかった．
木下広次が提示したのは，全寮制であり，学生自治を認めるいわゆる「籠城主義」である．
第一高等学校への赴任において，学生に次のように訓示した．８）
「一高中学校の生徒は後年社会の上流に立ち，学術であれ，技芸であれ，政治にあれ，日本
中の先達となりて，日本を指揮すべき人々なりさればその品行は端正に志は高尚にして他の青
年者の標準ともなるべき」
「現時我日本は諸人自重自敬の精神に乏しく卑猥不作法の風習諸君の身辺を囲ぎょうせる世
の中なれば此の間に在りて諸君が心を正しくし身を修めると云うこれは誠に困難な事業にして
諸君の苦心も推察さるるなり．……諸君の決心肝要なりそれは他に非ず校外一歩的皆敵高等中
学は籠城なりとの覚悟を望むなり」
国家の担い手にたる高等学校生徒は，「凡庸の書生」を離れ，“栄華の巷を低く見て”でもよ
い．また，学寮では規則にしたがって行動せねばならない，巷にいるように気ままで自堕落で
あるわけにはいかない．おのずから規律の精神が身につく．自らが自らを律し，集団規律にし
たがう．これが「学生自治」であり，「籠城主義」であった．
この「籠城主義」は欧米のボーディングスクールを参考にしたものであり，西欧の「鍛錬主
義」「規律主義」を取り入れたものであった．９）木下広次はパリ大学への留学経験があり，さ
らに上司である文部大臣森有礼もボーディングスクールの体験があることから，木下広次に
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とっても森有礼にとっても「親和性」のある教育理論であった．
この学生との対峙の体験から，木下広次は森有礼の「規律訓練主義」をより深く理解した．
そのため，木下広次は第一高等学校において，森有礼が提唱した兵式体操と強行軍を生徒に強
く勧めるとともに，校章，制帽，校旗の制定をおこなった．校旗は明治22年２月11日の帝国
憲法発布に合わせて正式に公開し，第一高等学校が国家の教育機関であることを喧伝した．10）
まさしく，国家の高等教育において「他をもって替え難い人材」であり，森有礼の忠実な実践
者であった．（京都に帝国大学を創設するにあたって，唯一無二の人材であった．
第２節　創設における京都帝国大学のシステム課題
京都に帝国大学を創設することは，容易な職務ではなかった．
第一の課題は，京都帝国大学の「存在意味」を創りだすことであった．唯一の帝国大学であっ
た東京帝国大学（東京帝国大学の呼称は京都帝国大学の後）の単なる分校なのか，それとも独
自性を持つ新たな帝国大学なのか，そのスクール・アイデンティティが問われた．
第二の課題は，学内の融和と統一である．学校を創生することは，社会システムとしての自
己組織化を図ることであり，成員の関与 (involvement) の獲得と「システムの統合性の確保」11）
は不可欠な課題である．とりわけ，京都帝国大学の創生において重要課題であった．京都帝国
大学は日清戦争の賠償金をもとに急遽，開学されたため，教員も若年であり寄せ集め状態だっ
た．国費留学の途中で急遽，呼び戻された教員も少なくなかった．彼らは研究の途上であり，
学生を取り扱った学生指導の経験も学生を教えた教授経験もなかった．実質的に，大学院生と
かわらなかった．彼らを束ね教育をおこなうためには，学内の融和と統一を創りだす必要が
あった．
第三の課題は，入学生の確保であった．高等学校の卒業者が帝国大学へ入学したが，彼らは
東京帝国大学へ行くことも可能だった．不確かな京都帝国大学よりも東京帝国大学へ進学する
者が多いであろうことは予測されていた．京都には第三高等学校があったが，第三高等学校の
生徒が京都帝国大学に入学するかどうかは怪しかった．第三高等学校は京都帝国大学の付属校
ではないのである．12）
第３節　初代総長木下広次の「運動会」
木下広次はスクール・イベントとして「運動会」を提唱し，実施した．第１回は開校の２年
後の明治32年に開催され，木下広次の退任後に衰退した．13）
　　京都帝国大学の「運動会」の経緯
第１回　明治32年
　　１　午前　庭球試合　午後　競技　100メートル競走など
　　２　三高対帝国大学生との綱引き　千鳥競走
　　３　義勇旗競走　一着　京都府立中学校
　　４　啓発旗　　　一着　兵庫県師範学校
第２回　明治33年
　　１　日賀宮殿下来臨
　　２　午前　庭球（24試合）　午後　競技
　　　　100メートル競走　長飛　200メートル競走　棒飛
　　３　市内各種学校競走（600メートル）
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　　４　第三高等学校競走（600メートル）　千鳥競走
　　５　学士競走（200メートル）
　　６　義勇旗競走　奈良県五条中学（参加学校数記載なし）
　　７　三高対帝国大学生との綱引き
　　８　啓発旗競走（600メートル）兵庫県師範学校
　　９　千鳥競走（法科対理工）障害物競走　槌投げ
　　10　職員競走
　　11　茶話会＋慰労会
　　　　職員学生　隣県諸学校来賓選手　木下総長演説　五条中学校長演説
第３回　明治34年
　　１　義勇旗の参加校数の記載がある．16校
　　２　啓発旗　６校　12名
第４回　（省略）
第５回　明治36年
　　１　官立学校競争を新設
　　２　来会者１万
明治37年中止
　　　　運動会を中止し，額面1500円の軍事公債に応募する．
第６回　明治38年
　　１　日賀宮殿下来臨
　　２　来会者　１万
　　３　精華旗　法科大学（新設：分科の優勝者）
　　４　済美旗　第６高等学校
　　５　義勇旗　大阪府立堺中学
　　６　啓発旗　御影中学
第７回　明治39年
　　１　午前の庭球を廃止し，競技を午前よりおこなう．
　　２　長距離競争を新設
　　３　賀陽宮臨席
　　４　水上大会（端艇競走）
第８回　明治40年
　　１　第２回　水上大会
　　２　木下総長退任
第９回　明治41年　
　　１　柔道部大会　諸学校を招く
　　２　東京で東西両大学庭球試合
　　３　第３高校端艇競漕会に２隻を出艇する
　　４　第３回水上大会
第10回　明治42年
　　　　ほとんど記事なし
第11回　これ以降，運動会の記事は簡略される．
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この「運動会の経緯」から，木下広次の意図を以下のように読み取れる．
　１　京都帝国大学の存在意味を京阪地区の地域住民と中学，師範に喧伝する．
　２　学内の「融和」を図り，学校へのインボルブメントを獲得する．
　３　東京帝国大学との差異性を示すことで京都帝国大学の存在価値を示す．
第一の意図の「京都帝国大学の存在とその価値を京阪地区の地域住民と中学，師範に喧伝す
る」は義勇旗と啓発旗に示される．すなわち，第１回から，京都近郊地区の中学生徒を招待し，
義勇旗（中学校）啓発旗（師範学校）の競技をおこなった．
「大学が最高の学府としてその周辺に与うる所の影響の甚だ大なるをみば，余輩は大学運動
会が独り大学内部の運動会たるに止まることあたわざるを知るなり．…おもうに大学の運動会
は必ずや中学校師範学校の運動会となるべし．」
「選手が隣県の中学校師範学校に募り，もって我が運動会場に立たしむ事と為せり必ずやそ
の勝者の名誉を表彰してこれを奨励せさるべからず．教育聖勅中の熟語を取りて，義勇旗，啓
発旗と名づけ義勇旗をもって中学校選手の優勝者に与え，啓発旗をもって師範学校の選手に与
う」
「教育的競技会は一学校の正当なる行動と認められるべきものにしてその目的は①士気の振
作，②体育の奨励の二者にほかならざるべし．娯楽を目的を得べき為の設備は無用に属す」14）
校旗によって学校集団への貴族意識を育てるという教育方法は，第一高等学校の校長時代に実
践したものであった．すなわち，「護国旗を森有礼のもとにつくり，明治22年の憲法発布の日
に制定した．校旗を掲げて，天皇の青山練兵場での儀式に一高校生徒を参加させた．行進をお
こない，天皇陛下の前で旗をふり，万歳をさせた．護国旗は国家への親近感と学校集団への所
属意識を育てる手段であった．
第二の課題である「学内の「融和」を図り，学校へのインボルブメントを獲得する」ために
は，娯楽のための「運動会」であることもあり得た．しかし，木下広次にとっては娯楽のため
の運動会ではなく，京都帝国大学の組織活動とした．そのために皇室の臨席を仰ぎ，帝国の権
威の元の「運動会」とした．木下は「京都日出新聞」に「皇族の臨席のため，参観者は洋服ま
たは羽織袴を着用のこと」との告示をだした．「運動会」は私的行事ではなく，あくまで帝国
の公的行事とし，京都帝国大学が帝国の権威のもとにあることを顕示した．
第三の課題は，「東京帝国大学との差異性を示すことで京都帝国大学の存在価値を示す」で
あった．東京帝国大学との差異化は京都帝国大学の発足以来の課題であった．東京帝国大学で
は，「運動会」はなかった．ヨーロッパのルールに基づく「運動競技」を大々的に開催するこ
とは，ヨーロッパとの距離を詰めた「国家枢要の人材」養成機関という印象を与える手段でも
あった．「運動会」において，第１回から「三高対帝国大学生との綱引き」など「三高と帝国
大学」のつながりが演出された．これは今日のオープンスクールにつながる発想である．さら
に，近畿地域の中学，師範に呼びかけていったのも，京都帝国大学が近畿地区のリーディング・
スクールであることを示そうとした試みであった．
第３章　分析
第１節　「運動会」は成功したか
木下広次の「運動会」の試みは成功したのだろうか．第一の課題である「京都帝国大学の存
在意味を京阪地区の地域住民と中学，師範に喧伝する」ことは大きく成功したといえるだろう．
第３回の明治34年において，中学校16校，師範学校６校の参加を得ている．当時の近畿地区
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の中等学校の数からして，かなりの網羅性がある．また，「運動会」終了後の「茶話会」にお
いて，木下広次総長と並んで，中学校校長の演説が演出されており，中学への喧伝が成功した
証である．
第二の課題である「学内の「融和」を図り，学校へのインボルブメントを獲得する」につい
ては，微妙なものがある．第一回「運動会」の準備において，「幹事は教授・学生一同と熱心，
事にあたり，…万事，草創の際とて，運動場もなく，運動に用いる器具もなし．機械の学生は
実習終わりて後，機械工場に入りて自ら之を造り，教授もその力を尽くして会のために計り，
会員の数きわめて少なけれど，事業の進捗ははなはだしきものあり」と学内での盛り上がりが
あり，茶話会の盛況などがあるが，それが学内の融和と統一にそのまま寄与したわけではな
かった．木下広次総長自身，10年後の明治40年に法学部の騒擾によって退任にいたった．
「京都帝国大学は，その創立の際においては世人の嘱望，経営者の抱負ともすこぶる大にし
て，その施設往々人の意表に出，新鋭の気力大いに人心をこころよくするものあり．因循なる
東京大学をして心ひそかにして安んぜらしめしが，近来とかく悲観的風評をなすものあり」，
「宿婀の容易に冶し難きと今回の（法学部の）変動により，退引の意を生じた」15）
第三の課題である「東京帝国大学との差異性を示すことで京都帝国大学の存在価値を示す」
については，第５回で来場者数が１万人となるなど京都の一大イベントになったことは間違い
ない．校門を閉ざすことで権威を示そうとした東京帝国大学に比べて，「運動会」によって校
門を開いた京都帝国大学は「開かれた大学」，「呼びかける大学」という印象を与えることに成
功した．ただし，このことによって学生確保に成功したわけではなかった．京都帝国大学は入
学定員割れが続いた．入学者が東京帝国大学へ流れたからである．16）
第２節　木下広次の「身体教育」の思想：オックスケンブリッジモデル
では，木下広次に「運動会」の着想を与えたのは，何であったか．そこには２つの機縁を指
摘しうる．
１　初代文部大臣森有礼の「身体教育思想」
木下広次が森有礼の強い影響下にあり，森有礼の学校教育の構想の具現者であったこと
は経歴から明らかであろう．森有礼は身体を通した教育をその根幹に据えた．それは西欧
的身体を創るための「責め道具」であった．木下広次がおこなったのは，高等教育におけ
るその実現であった．
２　オックスケンブリッジ・モデル
教育機関としての京都帝国大学において，何をモデルとして「運動会」をおこないうる
のか．そこでモデルを提供したのが，オックスフォード大学とケンブリッジ大学の対校戦
であった．
以下は『陸上競技運動会執行に関する本旨および方針に付木下総長の演説』における木下広
次の演説である．
「伝聞する所によれば，一学校の運動会は，その学校特有の技を表白するものたり．彼の英
国民が老幼ともの運動を好み，一団健全なる国民たる事は，世人の知る所なり．ケンブリッジ
およびオックスフォード両大学間の競技が全く競漕の一技にとどまらず，他流試合に異なら
ず．而して，これを行う者非常の熱心をもってこれに当るがゆえに，これを看るのもまた非常
の熱心をもってこれを迎ふるなり」
「稲垣万次郎君がかって第一高等中学校において英国学校視察談をなしたる時英国の学校に
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おいてはフートボールの技はなはだ盛大にして，その勇壮活発なる．往々負傷者を出す事ある
世人これを普通のこととして，敢えて意に介せず．この競技が同心協力をもって敵手に当るの
組織は英国人の対世界的特性を涵養せるものにして学校における徳育の源は聖書に非ずして，
むしろフートボールにありと断言せられたり．学校における競技の本旨は実にここにおいて完
備せられたるものというべきなり」
第４章　総括と今後の課題
第１節　「運動会」の機能
木下広次の「運動会」は，学校創造と「運動競技」にどのような機能を果たしたのだろうか．
その機能として次の二点を指摘できる．
１　「運動会」は木下広次の退任以後にしだいに衰退した．それは失敗というよりも，京都
帝国大学の立ち上がり戦略としての役目を終えためである．
２　義勇旗争奪と啓発旗争奪にみるように「京都帝国大学」の運動会は，対校戦を促した．
対校戦の場としての「運動会」は役目を終えたが，スポーツ部活動によって対校戦は隆盛して
いく．ちなみに，東京帝国大学と京都帝国大学との両帝戦が始まり，東京では早慶戦が耳目を
集め巨大イベント化していく．中等学校においては「野球害毒論」を前哨戦として全国中等学
校選手権大会へと道筋が進む．「運動会」は日本の学校におけるスポーツ部活を飛躍的に発展
させる契機となった．木下広次の「運動会」はそれに教育的意味づけを与えたと言えよう．
第２節　今後の課題
１　木下広次の「身体教育」論が森有礼の「身体教育」の現実化であったことは疑えない．
森有礼の「身体教育」の軍隊教育とみなす見解がある．しかし，木下広次の「運動会」を見る
限り，軍隊教育モデルであるとは言い難い．むしろ，当時西欧で主流であった「鍛錬主義」あ
るいは「規律訓練」をモデルとしたものであり，議論の余地がある．森有礼の「体育」論も含
めて，今後の検討が必要である．
２　運動競技と学校とは相互依存関係は京都帝国大学の「運動会」の場合だけではない．一つ
のケースとも言える．私学においても「運動会」は行われたが，それは別の経緯をたどった．17）
一高野球から早慶戦はまた別の道筋であった．これらを比較検討することによって，スポー
ツと学校の相互依存関係への知見を広げることができる．そのことによって，わが国の学校史
の研究にも，また，スポーツ史の研究にも貢献をなしうるであろう．
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